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≪学習問題≫


「縦が25ｍ，横が36ｍの長方形の花壇に右の図のような同じ幅の道をつけたところ，残りの面積が840㎡になった。この道の幅を求めなさい。
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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・平方根の考え方や因数分解を使って二次方程式が解ける。


○既習とつなぐ見方・考え方


・既習の図形になるように分けたり補ったりして，面積を求める学習をしている。


○共同追究での新たな見方・考え方


・問題の条件に照らして，解を吟味する。


○新たな見方・考え方を支える学習


・1年「方程式」で，解の確かめについて学習している。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:道が真ん中にあるから式の立て方がわからない。


→道を端に移動すれば一つの長方形になりそうだ。











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:2本の道を花壇の端に移動して，道幅をｘｍとして方程式をつくって求めよう。





③個人追究:道を寄せて長方形にして方程式をつくる。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「（25－ｘ）（36－ｘ）は何を表しているか？」


→「道を移動して考えたときの花壇の面積。」





④共同追究後半（思考を深める）


「方程式を解くと，ｘ＝1，60となるけれど，答えはどうなるのだろう？」


→「問題文から，道幅が60ｍということはありえない。答えは1ｍだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・長方形などの既習の図形に直して，式をつくればよい。


・方程式を解いても，2つの解が正しいかどうか吟味しなければいけない。





⑥定着･活用問題


さとし君は，同じように道幅をｘｍと


して，


25ｘ＋36ｘ―ｘ２＝25×36―840


と式を立てて求めました。


さとし君の考え方を説明しなさい。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・課題把握で，道を移動させるイメージをもちにくい場合は，色画用紙でつくった花壇と縦，横の道の模型を使って動かせて見せるとよい。


・二次方程式の解を求められたが，解の吟味の必要性に気づかない場合は，道を花壇の中に作図させる等の活動を通して，不適な解がでる場合があることを確認したい。





【板書計画】








